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2014 年 10 月 3 日 ( 金 )

生駒フォーラム・市民農園部

　五反原に秋が来た
      さつまいも、 黒豆の収穫祭

10 月 26 日 ( 日 )
	 9:30～	萩の台駅		集合
	10:00～	さつまいも掘り

(1 株 100 円 )
　　				　	黒豆の枝豆採り

(1 株 200 円 )
	12:00～	食事
　　　　	音楽 ( オーボエの演奏 )
															五反原 ･散策
適宜解散

軽い食事　チケットを販売

日　程

・ピザ窯で焼いたピザ (100 円 )
・イカ焼き (100 円 )
・カレーライス（100 円）
・焼きいも（50円）
・黒豆の枝豆 ( 無料 ) ロケット　
　ストーブコンロでゆがきます

五反原散策、「五感」で秋に触れる
　五月に 2000 本のさつまいもの苗を植えました。生駒フォーラム
の記事を見て参加した家族づれ、シャープ ･ パナソニックの電機連
合の子どもさんがいっぱいのグループ、奈良交通の運転手さんたち、
最近五反原に参加している若いママパパが子どもさんと一緒に 100
名ほどで植えました。秋になりました。植え方が良かったのでしょ
う。草にも負けず、大きく育ちました。みんなで収穫です。
　五反原の草刈りをして、皆さんをお待ちしています。

参加申し込み：市民オフィス（71-7700）締切10月20日

顔の見える農家とつながる
　お米の共同購入のご案内

　　　　　実りの秋を迎えた田んぼ、生駒でも稲刈りも始まり、美味しい新米が
できました。玄米食や米パンが静かなブームとなっています。食のあり方が問われて

いる中で、身近なところで作られた、農家の顔が見える安心の食材を使う「地産池消」「お
米の共同購入」の取り組みを今年も行います。

・御杖村の玄米・３０kg　9000 円 ( 大変好評のため、予定
　数近い予約が入っています。早い目にお申し込み下さい )

・大和郡山産（NPO あぐり）玄米・３０kg　8000 円
　申込先：市民オフィス（71-7700）配達あり

・地元南田原産の玄米・３０kg　8500 円
　申込先：西田さん（79-2697）配達あり
　☆市民オフィス前で　白米：３㎏　1000 円販売中

好評です

失敗しない「つるし柿」の作り方も伝授
西吉野 /柿の里めぐりバスツアー

　紅葉の秋、柿の季節がやってまいりました。
今年も好評のバスツアーを企画しました。健康によい秋の果物・柿と、秋野菜の「地産地消」の
体験・買い物ツアーと五條市立文化博物館を訪ね、五條の文化と歴史を様々な形で楽しく 知って
いただければと思います。
　　日　時：１１月１５日（土）集合場所：生駒駅南側　AM ８：００出発
　　費　用：４０００円（昼食付）主催：生駒フォーラム市民農園部
　　申込み先：市民オフィス　℡ 71-7700　〆切：１０月３1 日 ( 金 )　　

湯浅誠 Makoto YUASA
社会活動家。法政大学
教授。2008 年末の年越
し 派 遣 村 村 長 を 経 て、
2009 年から足掛け 3 年
間内閣府参与に就任。

若
者
世
代･

子
育
て
世
代
に
厳
し
い
日
本
社
会
を
問
う

12 月 20 日
　14:00 ～
せせらぎホール

　

12
月
20
日
に
湯
浅
誠
さ
ん
の
講
演
会
を
準
備
中
で
す
。
新
自

由
主
義
・
競
争
社
会
が
激
化
し
、
階
層
の
二
極
化
が
進
む
中
「
若

者
世
代
、
子
育
て
世
代
に
厳
し
い
日
本
社
会
を
問
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
今
、
地
方
自
治
体
に
そ
し
て
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は

何
か
を
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
た
い
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
高
柳
忠
夫
県
議
会
議
員
が
９
月
議
会
で
「
子
ど
も
の
貧
困
」
対

策
に
つ
い
て
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
は

深
刻
で
す
。
平
均
的
な
所
得
の
半
分
（
年
１
２
２
万
円
）
を
下
回
る

世
帯
で
暮
ら
す
子
ど
も
の
割
合
で
あ
る
「
子
ど
も
の
貧
困
率
」
は
、

２
０
１
２
年
で
は
16
・
３
％
と
過
去
最
高
で
し
た
。
う
ち
、
ひ
と
り

親
世
帯
で
の
貧
困
率
は
54
・
６
％
。
と
も
に
先
進
国
の
中
で
最
悪
の

水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
か
ら
２
０
１
２
年
の
６
年
間
に
全
年
齢
層
の
相
対
的

貧
困
率
は
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
の
に
対
し
、
子
ど
も
の
貧
困

率
は
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
と
５
倍
も
の
上
昇
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
パ
ー
ト
や
派
遣
な
ど
の
非
正
規
雇
用
者
の
割
合
は
こ
の
20
年

間
で
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
ま
す
。
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼ 五條文化博物館本館「ごじょうばうむ」 ▼昨年の柿ツアー、柿博物館前で集合写真

耕さない田んぼでの田植え
（水は全部植え終わってから）

今
年
も
耕
さ
な
い
田
ん
ぼ
で
、
稲
が
健
や
か
に

育
ち
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
順
調
に
い
け
ば
10
月
下
旬
に
稲
刈
り

が
で
き
そ
う
で
す
。

多
く
の
人
た
ち
と
田
ん
ぼ
で
汗
を
流
し
、
手
塩

に
か
け
た
稲
た
ち
で
す
。

（
一
本
一
本
丁
寧
に
植
え
た
田
植
え
、
他
の
草
々
に
負
け
な
い
よ
う

手
を
貸
し
た
（
草
刈
り
を
し
た
）
暑
い
夏
の
日
…
…
）

「

面
倒
く
さ
く
て
、
し
ん
ど
い
こ
と
」

「

時
間
が
か
か
り
、
す
ぐ
に
は
結
果
が
出
な
い
こ
と
」

今
の
世
の
中
で
は
、
一
見
、
価
値
の
な
い
よ
う
に
思
え
る
こ
と
で
す
。

稲
刈
り
を
し
ま
す
！

 
―
耕
さ
な
い
田
ん
ぼ
で
の
酒
米
づ
く
り
―

　

が
、
し
か
し

　

汗
を
か
き
な
が
ら
、
み
ん
な
で
、

　「

面
倒
く
さ
く
て
、
し
ん
ど
い
こ
と
を

　

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
、
結
果
を
出
す
」

そ
し
て
、
み
ん
な
で
美
味
し
い
ご
は
ん
・
旨
い
酒
を
囲
み
、
み
ん
な

で
笑
顔
に
な
る
！

本
当
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

こ
ち
ら
も
、
10
月
26
日
に
つ
ど
っ
て
の
稲
刈
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

汗
を
流
し
て
、
稲
刈
り
を
し
た
後
、
昨
年
に
収
穫
し
た
酒
米
で
乾
杯

（
五
反
原
に
い
も
掘
り
と
は
時
間
差
で
合
流
し
ま
す
）
し
ま
す
。

良
質
な
お
酒
は
、
心
の
垣
根
を
上
手
に
と
か
し
て
く
れ
ま
す
。

良
か
っ
た
ら
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先　

７
６
―
１
２
２
１〔

石
尾
〕
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　現在、県立高校 33 校中 14 校にエアコンの設置がされており、
エアコンの設置校すべてが、県費ではなく育友会負担です。　い
ま県立高校 33 校には、33 の「学校間格差」があると言われています。
県教委に調べてもらったところ、普通教室にクーラーの設置され
ている高校と設置されていない高校の「高校中退率」は、設置さ
れている高校では 0.32％、設置されていない高校では 4.11％でし
た。実に 12.8 倍の中退率です。保護者の経済力の格差が学校の教
育環境の差となって現れ、学校間格差の拡大につながることを危
惧します。すみやかに、全ての県立高校へのエアコン設置の実施
計画を策定する必要があると考えます。ご意見をお寄せ下さい。

県立高校にエアコン設置を求める　高柳忠夫県議

2014.9.20.
毎日新聞より

　

７
月
20
日
、
一
緒
に
作
ろ
う
！ 

の
呼
び
か
け
に
、

子
ど
も
連
れ
の
グ
ル
ー
プ
を
含
め
８
グ
ル
ー
プ
30
人

ほ
ど
が
五
反
原
に
集
ま
り
ま
し
た
。
暑
い
一
日
で
し
た

が
昼
ま
で
に
完
成
、
テ
ス
ト
を
し
て
み
る
と
、
少
な
い

木
切
れ
で
も
完
全
燃
焼
す
る
た
め
、
す
ご
い
火
力
で
し

た
。
キ
ャ
ン
プ
や
被
災
地
で
は
「
優
れ
も
の
」
で
す
。

　

こ
の
企
画
で
、
素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
無
料
の
ペ
ー
ル
缶
を
探
し
て
い
る
と
き
、
市
民

オ
フ
ィ
ス
に
「
ペ
ー
ル
缶
20
個
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
使
っ

て
下
さ
い
」
と
電
話
が
あ
り
、
事
務
所
に
持
っ
て
き

て
下
さ
い
ま
し
た
。
話
を
聞
く
と
「
東
日
本
大
震
災

の
時
、
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
コ
ン
ロ
を
被
災
地
に

大
量
に
送
っ
た
、
残
り
で
す
。」
と
の
こ
と
。
生
駒
で

素
晴
ら
し
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
た
女
性
に
出
会
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

生
駒
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

「
福
島
を
東
北
を
忘
れ

な
い
」
催
し
を
こ
れ
か

ら
も
企
画
し
な
け
れ

ば
と
感
じ
ま
し
た
。

　

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
と
は
「
認
知
症
の
人
は
精
神
科
病
院

や
施
設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
で
は
な
く
「
認
知
症

に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
の
良
い
環
境
で
暮
ら
し
続
け
る
」
こ
と
を

基
本
に
、
認
知
症
の
人
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
流
れ
を
定
め
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
「
ケ
ア

の
流
れ
」
と
は
違
っ
た
新
た
な
視
点
の
施
策
の
こ
と
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
加
齢
に
伴
う

さ
ま
ざ
ま
な
支
障
を
抱
え
る
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
要
介
護
認
定
率
も
上
昇
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
人
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
者
の
う
ち
、
約
半
数
に
近
い
人
が
認
知
症
状
を
有

し
て
い
る
と
い
う
推
計
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
に
関

す
る
問
題
は
自
治
体
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

国
は
今
年
度
中
に
各
市
町
村
が
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」

の
構
築
を
行
い
、
第
６
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
反
映

さ
せ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」

が
何
な
の
か
理
解
を
示
し
て
い
る
市
町
村
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
県
内
で
ど
れ
だ
け
の
市
町
村
が
「
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
」
を
作
成
し
て
い
る
の
か
、
県
が
把
握
し
て
い
る
市
町

村
数
に
つ
い
て
高
柳
忠
夫
県
議
が
９
月
議
会
で
代
表
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
知
事
答
弁
で
は
、「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を
作

成
し
て
い
る
自
治
体
は
ゼ
ロ
で
す
」
で
し
た
。

　
認
知
症
対
策
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
っ
て
、
な
あ
に
。

8月3日　五反原の里で「水てっぽう作り」 8月1日　非核・平和行進6月19日　JR奈良駅前にて

8 月 27 日、奈良県文化会館にて『精神障害
者の福祉医療　早期実現を求める緊急集会』
が開催されました。会場は 351 人の参加者
で溢れかえり、当事者、家族、関係者の制
度実施への強い『願い』が一つになりました。

閣
議
決
定
は
密
室
の
ク
ー
デ
タ
ー

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
許
し
て
は
な
ら
な
い

　
「
７
／
１
ク
ー
デ
タ
ー
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
安

倍
首
相
、
憲
法
99
条
の
憲
法
の
尊
重
・
擁
護
義
務

に
反
し
、
憲
法
96
条
の
改
憲
手
続
き
を
無
視
し
、

首
相
が
ど
の
よ
う
に
主
張
し
よ
う
が
「
日
本
国
憲

法
９
条
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
て
い
な

い
」
と
言
う
の
が
、
戦
後
一
貫
し
た
内
閣
法
制
局

や
日
本
政
府
の
見
解
で
し
た
が
、
９
条
の
平
和
主

義
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
容
認
す
る
閣
議
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
集
団
的

自
衛
権
に
関
し
て
の
憲
法
上
の
制
約
は
解
釈
改
憲

で
な
く
な
り
、
次
は
関
連
法
案
を
し
め
す
段
階
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
見
れ
ば
よ
り
具
体
的
な
戦
争

の
で
き
る
国
づ
く
り
の
実
態
が
見
え
て
き
ま
す
。

危
険
な
方
向
に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
私
た
ち
の
住

生駒駅頭で戦争できる国づくりに
反対する高柳忠夫県議

５月、駅頭での署名活動する
戦争をさせない奈良 1000 人委員会

特定秘密保護法反対のデモに参加す
る生駒フォーラムのメンバー

ん
で
い
る
生
駒
か
ら
No
の
声
を
あ
げ
て
い
き
ま

す
。
８
月
１
日
「
子
ど
も
た
ち
に
核
の
な
い
未

来
を
」「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反
対
」

を
訴
え
、
生
駒
市
役
所
を
出
発
し
、
平
群
町・三
郷
町
、

王
寺
町
ま
で
平
和
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
柳
忠
夫
県
議
は
、
生
駒
市
役
所
前
で
の
出
発

式
で
、「
戦
争
の
で
き
る
国
へ
と
大
き
く
政
府
が
舵
を

切
っ
て
い
る
こ
と
に
気
を
奪
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
、
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
や
、
働
く
人
を
守
る
大
切
な
ル
ー
ル
な
ど
が
知
ら

ぬ
間
に
改
悪
の
方
へ
と
進
ん
で
い
る
。
非
正
規
の
労

働
者
が
増
え
、
格
差
の
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。
平
和

を
求
め
、
生
活
の
場
、
働
く
場
、
学
ぶ
場
か
ら
市
民

の
声
を
上
げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
コ
ン
ロ
は
燃
焼
効
率
が
良
く

薪
が
少
な
く
て
済
む
、
素
晴
ら
し
い
コ
ン
ロ
で
し
た
！

精
神
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
医
療
制
度
の
適
用
を
求
め
る
請
願
書
が
生
駒
市

議
会
　
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
で
全
員
起
立
で
も
っ
て
可
決
。
一
歩
前
進
。

　「
生
駒
市
に
お
い
て
も
県
と
同
じ
方
針
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
お
よ
び
２
級
所
持
者
に
福
祉

医
療
制
度
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
、

生
駒
地
区
精
神
障
害
者
家
族
会
（
ひ
だ
ま
り
家
族
会
）

が
市
議
会
に
請
願
し
、
９
月
24
日
市
議
会
市
民
福

祉
委
員
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
理
由
の
「
精
神
障
害
者
の
低
就
労
率
、
低

所
得
の
生
活
実
態
と
医
療
費
の
必
要
性
」
で
は
、

県
の
調
査
で
は
、
精
神
障
害
者
手
帳
所
持
者
の
中

で
「
一
般
就
労
」
率
は
５
・８
％
で
、
在
宅
障
害
者

数
に
対
す
る
就
労
率
は
、
身
体
27
・
９
％
、
知
的

26
・
６
％
に
対
し
て
精
神
は
１・６
％
で
、
就
労
率

は
身
体
・
知
的
障
害
者
と
比
べ
て
も
桁
違
い
に
低

い
状
況
で
す
（
抜
粋
）･･

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
生
駒
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
読
ま
れ
る
と
き
は
本

議
会
で
可
決
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
福

祉
医
療
制
度
が
、
身
体
・
知
的
・
精
神
の
３
障
害

者
の
共
通
し
た
「
生
活
」
の
基
盤
を
つ
く
る
も
の

に
な
り
、
今
後
の
障
害
者
福
祉
施
策
の
最
も
重
要

な
制
度
と
な
り
ま
す
。

作
っ
て

み
ま
し
た

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
コ
ン
ロ


